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外　観 BR20 BR40

❷ リセットSW

各種死活監視でネット障害を最短復旧
～自動で電源再起動！ 遠隔で電源制御～

❷ LANポート

❼ アース用端子
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BR Series
ネットワーク監視自動リブーター
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● 接続機器の死活監視を行い、障害時に自動リブート
● 週間スケジュールで自動電源制御
● ライン間、ライン対地間に耐雷サージを装備
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BR20

●正しく安全にお使いいただくために、
ご使用の前には「取扱説明書」をよく
お読みください。
●水、湿気、ほこり、油煙等の多い場所や
密閉された状態で使用しないでくださ
い。火災、感電、故障等の原因となる
事があります。

●本誌記載の会社名および商品名等は、一般に各社の商標または登録商標です。●本製品を医療機器等の近くでは使用しないでください。●本資料記載の
内容は、2025年4月現在の情報です。本製品は製品改良等により予告なく仕様、デザインを変更することがあります。●本資料は印刷のため、実物と多少色が
異なる場合があります。●本製品には落雷用保護回路を搭載しておりますが、FG端子を接地してアース施工された状態でないと、十分な効果を発揮しません。●
サーバ機器や複合機等ストレージを内蔵している機器は、本製品による再起動時に内部のデータやソフトウェアが破損する可能性があるため、接続しないで
ください。●セキュリティ機器等によりPingがブロックされている場合には、セキュリティ機器の設定を変更してください。●予備電源を搭載している機器の場合、
本製品による再起動が無効になります。その場合は、個別に再起動を行ってください。●本製品の故障・誤動作・不具合あるいは停電等の外部要因によって異常
な課金が発生した場合や、通信等の機会を逸したために生じた損害等の純粋経済損失につきましては、一切の責任を負いかねます。　※1 電安法は、電気用品
安全法の略語です。

■　仕　様

型　番

構成品

◯
ブラウザによる
ガードタイム方式

PING監視　※各アウトレットごとに４ IPの監視可能
週間（最大２０設定※要NTPサーバアクセス）

ガラス管FUSE内蔵
ライン間（500V）、ライン対地間(2,400V）

電安法<PS>E※１

AC100V ±10％ （50/60Hz）
温度：-10～50℃、湿度：20～85％（ただし結露なきこと）

2.0m

10BASE-T、100BASE-TX (IEEE802.3準拠) RJ45×１

BR20 BR40

4.0W 4.7W

本体、簡単設定マニュアル、保証書、アース線 本体、簡単設定マニュアル、保証書、3P/2P変換アダプタ

2（2極平行型）
1000W（各アウトレットも1000W）

４（2極平行接地型）
1500W（各アウトレットも1500W）

--
PILOT LED、LAN×１、OUTLET LED×２

D-sub9×１、RJ11×１
PILOT LED、LAN×１、OUTLET LED×４

約1.2kg
W160×H40×D160（突起物除く）

約1.6kg
W220×H42.6×D165（突起物除く）
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能
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ー
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危険防止初期警告
遠隔電源制御
多重ログイン
死活監視

電源スケジュール
アウトレット数
最大制御容量

LANインターフェース
その他インターフェース

表示
電源ヒューズ

最大サージ耐電圧
消費電力
使用電源
使用環境

電源ケーブル長
質量

本体外形寸法（mm）
適合規格・法令

❶ モード切替SW

❸ パイロットLED

❹ アウトレットLED
❺ LANポート

❻ 電源ケーブル ❽ アウトレット端子 ❼ 電源ケーブル ❽ アウトレット端子

❶ 利用しません

❸ モード切替SW

❹ リセットSW
❺ パイロットLED
❻ アウトレットLED

お問い合わせ

cfe2.br



社内ネットワークについて
こんな悩みをBRでまるッと解決！

死活監視リブータ

BR20/BR40の特長

ネットワークトラブル時に保守会社より
「ルータ（該当機器）を再起動させてください」
と言われたが
ルータがどこにあるか分からない！

１アウトレットに対して最大４台（４IP アドレス）
の死活監視が可能

ネットトラブル解決のために
保守会社が駆けつけてくれることになったが、
交通費＋作業費で
毎回費用がかかってしまう！

保守会社が駆けつけるまでに
１時間以上かかる、場合によっては当日に来られない、
その間、業務が停止する！

ポイント

01
ネット機器を死活監視、自動復旧
接続機器を Ping 監視。障害を検知すると自動リブート。
無人駐車場などのネット障害にも素早く対応できます。

ポイント

02
週間スケジュールで電源制御
夜間や定休日などの営業時間外に、ネットワーク機器などをシャットダウン。
営業時間前にブートさせることで、不必要な電力コスト・ハッキングを防ぎます。 課題：突然のネットワーク障害による業務停滞を何とかしたい！

突然のネットワーク障害が定期的に発生し、保守業者訪問までの間、業務が止まる。
障害が保険請求日に発生すると大変なことになるので、早急に解決したい。

ポイント

03
特別な知識や技術は不要
機器を再起動したくても、どの機器を再起動すればよいかわからない。
そのような悩みは不要です。
BRが障害機器を特定して再起動します。

ポイント

04
雷サージ保護搭載
壁面コンセント経由で侵入してくる誘導雷を本体内部でブロックし、
接続している通信機器を守ります。

BR標準構成での自動リブート構成例

別売SSW/TSWを併用した自動遅延リブート構成例

導入事例　【介護サービス業 <３拠点２０名規模 >】

１
の

BR標準構成での自動リ

ネット機器カメラレコーダWi-Fi アダプタ

死活監視
リブータBR

死活
監視

UTM250

１ ２ ３ ４

ネットワークカメラ

T E L E W O R K  S T A T I O N

外線側から順次起動が必要なルータなどは遅延
リブータ（SSW/TSW）と組み合わせることで安全
な起動を実現

ONUなど直接死活監視できない機器の場合は、
インターネット上のサイトを監視対象にします。

別売SSW/TSWを併用した自

外
リ
な

ネット機器 ONU 光電話AP ルータ UTMカメラレコーダWi-Fi アダプタ

死活監視
リブータBR

死活
監視

T E L E W O R K  S T A T I O N

遅延リブータ
SSW/TSW

45秒おきに順次起動

１１

ソリューション：死活監視リブータBRの導入で、障害を早急に復旧
ONU、ルータ、UTM、Wi-Fi アダプタなどネットワークの要となる機器をBRに接続して監視。
リセットのためだけに保守業者が訪問することもなくなり、業務も安定した。

２

お客様の声：今後は不在になることが多い拠点にも導入したい！
人がいなくても、インターネットが不通でも復旧できるのがスゴい！
時間帯により人が不在になる拠点に設置のサーバにアクセスできなくなると、
その拠点まで走ることがあるので、今後はそういうところにも順次導入したい。

３




